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◇
　
序
文
　
◇

享
保
丙
午
十
一
年
（
一
七
二
六
）
八
月
七
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
五
日
間
の

間
に
、
須
佐
で
起
こ
っ
た｢
唐
船
打
潰
し
事
件｣

に
関
連
す
る
文
書
が
増
野
家

文
書
の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
勉
強
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
文
書
は
三

通
あ
り
ま
す
。

第
一
の
文
書
（
整
理
番
号
12
袋
五
）
は
文
化
丁
卯
四
年(

一
八
〇
七)

七
月
に

萩
藩
か
ら
益
田
家
へ
出
さ
れ
た
沙
汰
書
と
そ
れ
に
対
す
る
益
田
家
中
の
対
応

を
記
録
し
た
も
の
で
す
。こ
れ
は
山
口
文
書
館
所
蔵
の｢

益
田
吉
十
郎
房
清
代

異
国
船
漂
来
之
節
手
当
仕
組 

文
化
四
年
改｣

（
整
理
番
号
　
巨
室
25
益
田
家

軍
役
仕
組
）
と
同
じ
時
期
の
文
書
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
の
益
田
家

の
仕
組
改
正
案
は
、
増
野
家
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
萩
藩
か
ら
の
沙
汰
書
に

基
づ
い
て
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
が
判
り
ま
す
。

時
恰
も
一
七
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
ロ
シ
ア
船
が
日
本
に
来
航
し
て
通
商
を

求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一
八
〇
〇
年
代
に
入
る
と
こ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
が
加
わ
り
、
幕
府
に
と
っ
て
海
防
問
題
は
漸
く
重
大
化
し
、

日
本
外
交
が
新
し
い
局
面
を
迎
え
た
時
で
し
た
。
萩
藩
の
沙
汰
書
も
こ
の
様

な
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

萩
藩
は
益
田
家
に
対
し
て
、
児
玉
百
合
八
郎
（
惣
郷
）、
榎
本
遠
江
（
宇
田
）、

益
田
隼
人
（
木
与
）
の
各
家
と
連
携
し
て
北
浦
の
防
衛
を
強
化
し
、
異
国
船

追
払
い
を
命
じ
て
い
ま
す
が
、
享
保
十
一
年
の
唐
船
打
潰
し
事
件
か
ら
八
一

年
も
経
っ
て
居
り
、沙
汰
書
に
は｢

出
張
之
節
武
具
用
意
勿
論
／
ニ
候
へ
共
先

者
陳
羽
織
或
は
／
猟
支
度
・
火
事
支
度
等
ニ
而
／
可
然
候
事｣

な
ど
と
呑
気
な

事
が
書
か
れ
て
お
り
、
益
田
家
中
の
手
当
も
組
頭
は
陣
羽
織
着
用
と
記
す
な

ど
、
余
り
緊
張
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
船
の
来
航
は
未
だ
遠
い
蝦
夷
地

の
話
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

第
二
の
文
書
（
整
理
番
号
　
６
袋
十
二
）
に
は
第
一
の
文
書
に
記
録
さ
れ
て

い
る
萩
藩
か
ら
の
沙
汰
書
が
出
さ
れ
た
背
景
や
申
渡
さ
れ
た
時
の
状
況
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
急
場
の
間
に
合
う
よ
う
、
人
割
り
な
ど
を
改
め
、
組
頭
以

下
配
下
の
下
々
ま
で
徹
底
し
、
何
時
で
も
出
陣
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
と
言
う

家
中
へ
の
通
達
の
記
録
で
す
。

第
三
の
文
書
（
整
理
番
号
　
８
袋
二
十
）
は
七
月
九
日
付
で
宅
野
太
郎
左
衛

門
が
栗
山
半
左
衛
門
に
宛
て
た
書
状
（
私
信
）
で
す
。
年
代
は
判
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
前
日
に
須
佐
へ
唐
船
が
漂
着
し
た
が
、
石
州
の
方
へ
去
っ
た
事
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。再
び
舞
い
戻
っ
て
来
る
や
も
知
れ
な
い
。け
れ
ど
も
、決

し
て
い
き
な
り
打
払
う
訳
で
は
な
い
か
ら
、
良
く
見
極
め
る
迄
は
、
暫
役
を

出
し
て
置
け
ば
よ
く
、｢

御
身
柄
帰
宿
可
被
仰
付
候
間｣

左
様
お
心
得
下
さ
い
と

い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
栗
山
記
）
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　◇
　
目
次
　
◇

◇
　｢

公
儀
よ
り
御
内
輪
江
御
沙
汰
之
覚
」

（
整
理
番
号 

　
12
袋
五
）      

…
…
…
…
…
…
…
…
６
頁

◇
　｢

無
題
（
益
田
家
中
へ
の
沙
汰
書
）｣

（
整
理
番
号
　
６
袋
十
二
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
１２
頁

◇
　｢

栗
山
半
左
衛
門
宛
　
宅
野
太
郎
左
衛
門
書
状｣

（
整
理
番
号
　
８
袋
二
十
）　 

…
…
…
…
…
…
…
…
１５
頁

６６６６６
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　◇
　
凡
例
　
◇

一
、〈
原
則
〉
全
体
を
通
し
て
、
可
能
な
限
り
古
文
書
原
本
に
忠
実
に
読
解
文
を

表
記
す
る
。

◇
原
文
が
旧
漢
字
の
時
は
、
活
字
が
あ
る
限
り
旧
漢
字
で
表
記
す
る
。
活
字
が
無
い
と
き
に
限
り

　
常
用
漢
字
を
使
用
す
る
。

◇
異
体
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。
　〈
例
〉
＝
　
　（
等
）、　 

（
事
）、　
　（
迄
）

◇
変
体
仮
名
は
原
文
通
り
と
す
る
。
　〈
例
〉
＝
者
（
は
）、
幾
（
き
）、
茂
（
も
）、
与
（
と
）、

          

尓
（
に
）、
江
（
え
）、
之
（
の
）、
而
（
て
）、
連
（
れ
）　
な
ど
。

◇
助
詞
も
原
文
通
り
表
記
す
る

　
　
　
　
　
ヨ
リ
、
よ
り
、
ニ
テ
、
ニ
而
（
ニ
て
）、　
　
　
ニ
て
、
候
得
共
（
候
え
共
）、 

ニ
付

◇
活
字
が
無
い
合
字
・
省
字
に
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　〈
例
〉　
　
　
よ
り
、
ト
モ
、
ト
キ
、
と
し
て
（
〆
）、
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
活
字
が
あ
る
も
の
は
原
文
の
通
り
。〈
例
〉
廿
、
杢
、
な
ど

◇
繰
り
返
し
の
表
記
　〈
漢
字
〉
〃
↓
々
、〈
仮
名
〉
ゝ
　〈
二
字
以
上
〉
／
＼
　

　    

　
　
　

一
、 

文
字
の
大
き
さ

　
　 

◇
助
詞
等
に
右
寄
せ
の
小
文
字
表
記
は
適
用
し
な
い
。
全
文
を
同
じ
大
き
さ
の
活
字
で
表

　

　
記
す
る
。

◇
返
り
点
は
使
用
し
な
い
。
代
わ
り
に
難
読
個
所
に
は
ヨ
ミ
の
ル
ビ
を
打
つ
。

以
上
は
Ｈ
Ｐ
にhtml

表
記
す
る
場
合
、
縦
書
き
を
横
書
表
記
に
変
更
す
る
場
合
な
ど
に

生
じ
る
諸
問
題
を
回
避
す
る
為
で
あ
る
。

一
、
誤
字
、
誤
記
、
衍
字
、
あ
て
字
な
ど

◇
右
傍
に
正
字
を
ル
ビ
で
示
し
〈
ｘ
カ
〉
と
す
る
。
但
し
、
明
ら
か
な
誤
字
は
正
字
と
置
き
換
え

　
る
。

 

◇
意
味
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
を
付
す
。

 

◇
あ
て
字 

に
は
正
字
で
ル
ビ
を
打
つ
。

 

◇
重
複
（
衍
字
）
の
場
合
は
（
衍
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
欠
字
、
虫
損
、
そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

◇
欠
字
は
□
で
表
す
。
字
数
が
確
認
出
来
る
と
き
は
□
□
で
文
字
数
だ
け
□
で
埋
め
る
。
字
数
が

　
判
ら
な
い
と
き
は
　
　
　
で
示
す
。
推
読
可
能
な
欠
字
は
□
に
推
読
文
字
の
ル
ビ
を
打
ち
〈
ｘ

　
カ
〉
と
表
記
す
る
。

◇
判
読
不
能
個
所
は
　
な
い
し
　
　
　
で
示
す
。
　

◇
虫
損
破
壊
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
も
同
様
と
し
虫
損
と
す
る
。 

　

◇
推
読
個
所
は
同
じ
く
　
　
　
で
示
し
、
右
傍
に
（
…
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
抹
消
部
分

◇
抹
消
部
分
は
読
解
し
な
い
（
含
、
見
せ
消
ち
や
抹
消
文
字
の
横
に
〃
を
付
け
た
場
合
な
ど
）

一
、
氏
名
・
地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記
に
は
中
黒
（
・
）
を
付
け
区
分
す
る
。

一
、
朱
書
、
後
筆
、
付
箋
な
ど

◇
該
当
部
分
を｢｣

で
囲
み
、
封
紙
ウ
ワ
書
、
端
裏
書
、
端
書
、
裏
書
、
朱
書
、
異
筆
、
後
書
、
付

　
箋
、
張
紙
、
刎
紙
な
ど
と
注
記
し
て
表
記
す
る
。

一
、
花
押
・
印
章
な
ど

◇
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
場
所
に
花
押
と
記
し
、
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
と
き
は
〈
印
〉
で
表
す
。

一
、
注
釈

◇
人
名
、
地
名
、
特
殊
な
用
語
、
現
代
使
用
さ
れ
て
い
な
い
用
語
、
特
殊
な
表
記
な
ど
の
説
明
に

　
は
「
注
ｘ
」
を
付
け
頁
毎
に
脚
注
を
付
け
る
。

◇
長
い
注
記
が
必
要
な
場
合
に
は
、
巻
末
補
注
を
設
け
る
。

◇
西
暦
年
数
、
時
刻
な
ど
簡
単
な
摘
要
は
注
釈
代
わ
り
に
適
宜
ル
ビ
を
付
け
る
。

◇
割
り
注
は
原
文
通
り
に
表
記
す
る
。
　

一
、
出
典
、
参
考
文
献

◇
出
典
は
原
則
と
し
て
著
者
と
書
名
を
表
記
し
必
要
に
応
じ
て
頁
数
を
示
す
。
HP
は
URL
を
表
記

　
す
る
。

◇
参
考
文
献
は
巻
末
の
一
覧
表
に
詳
細
を
示
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
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増
野
家
文
書
　
整
理
番
号
　
１２
袋
五

　
公
儀
よ
り
御
内
輪
江
御
沙
汰
之
覚

　
公
儀
よ
り
御
内
輪
江
御
沙
汰
之
覚

　
公
儀
よ
り
御
内
輪
江
御
沙
汰
之
覚

　
公
儀
よ
り
御
内
輪
江
御
沙
汰
之
覚

　
公
儀
よ
り
御
内
輪
江
御
沙
汰
之
覚

北
浦
江
異
国
船
漂
流
之
節

か
ね
て

手
當
之
儀
者
兼
而
御
沙
汰
之
旨

い
よ
い
よ
も
っ
て

弥
以
怠
有
之
間
敷
事

但
領
分
境
よ
り
奈
古
村
切
通
シ
迄
之
間
ハ

児
玉
百
合
八
郎
注
１

・
榎
本
遠
江
注
２

・
益
田
隼
人
注
３

知
行
所
有
之
事
ニ
付
　
相
応
人
数

し
か
れ
ど
も

差
出
候
様
御
沙
汰
相
成
候
　
然
共
人
数
及

不
足
儀
茂
可
有
之
ニ
付 

須
佐
領
よ
り

人
数
指
出 

申
合
取
計
可
有
之
候
　
若

其
領
内
ニ
お
ゐ
て
及
異
議
節
　
右
面
々

よ
り
も
遂
加
勢
候
様 

其
沙
汰
相
成

候
条 

令
一
和
申
談
肝
要
之
事

＊１　児玉百合八郎児玉百合八郎児玉百合八郎児玉百合八郎児玉百合八郎＝寄組。2,243石。奥阿武惣郷、小郡下津令、前大津三隅、先大津新別名大迫内大原　等。
＊２　榎本遠江榎本遠江榎本遠江榎本遠江榎本遠江＝寄組。2,234石。榎本親信（文政6.09.04没）。吉田津布田、舟木木田、美祢赤村、奥阿武宇田等。
＊３　益田隼人益田隼人益田隼人益田隼人益田隼人＝寄組。1,086石。益田就雄（文政10.04.12没）。奥阿武木与、小郡小俣。
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沖
合

見
受

一
　
沖
相
異
船
見
請
候
節
ハ
　
其
所
よ
り
早
速

萩
被
遂
注
進
　
尚
御
代
官
所
・
御
番
所

江
茂
可
被
申
達
候
事

一
　
異
船
見
懸
候
歟
　
又
者
御
代
官
所
注
１

・

御
番
所
役
注
２

よ
り
物
音
注
３

有
之
候
節
ハ
　
孰

あ
り
あ
わ
せ
の

に
も
早
速
居
合
之
人
数
并
有
合
之

大
筒
・
小
筒
等
差
出
　
海
手
警
固

可
有
之
候
事

但
人
数
并
鉄
炮
数
等
成
丈
多
く

手
當
之
事

付
り
　
猟
師
其
外
地
下
人
杯
相
加
へ

候
儀
も
勝
手
次
第
不
苦
候
　
何
分

人
数
不
被
見
透
様
相
備
　
兎
角

耳
目
を
驚
し
候
心
得
専
一
之
事

＊１御代官所御代官所御代官所御代官所御代官所＝吉部（きべ）の奥阿武代官所。
＊２御番所御番所御番所御番所御番所＝江崎の番所。
＊３物音物音物音物音物音＝知らせ。
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付
り
　
出
張
之
節
武
具
用
意
勿
論

ニ
候
へ
共
　
先
者
陳
羽
織
注

或
は

猟
支
度
・
火
事
支
度
等
ニ
而

可
然
候
事

一
　
萬
一
異
船
よ
り
致
上
陸 

手
向
候
様

さ
な
き

相
見
候
ハ
ヽ
　
勿
論
防
方
可
有
之
候
　
無

う
ち
は

左
内
者 

場
所
警
固
之
心
得
最
ニ
候
事

但
諸
給
領
思
ひ
／
＼
ニ
無
之
候
様

互
ニ
助
合
候
儀 

可
為
肝
要
候
事

一
　
注
進
之
上 

萩
よ
り
御
人
数
被
差
出
候
ハ
ヽ

何
分
任
指
圖 

令
進
退
候
様
可
有

之
候
事

一
　
朝
鮮
船
之
儀
者 

毎
度
漂
流

＊陳羽織陳羽織陳羽織陳羽織陳羽織＝陣羽織。
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有
之 

唐
船
等
も
別
ニ
注
１

漂
流
有
之

そ
こ
つ

事
ニ
候
条 

率
忽
荒
増
之
作
廻

有
之
間
敷
事

右
急
場
為
心
得
申
達
候
　
此
外
何
分

時
宜
ニ
随
ひ
取
計
可
有
之 

尤
地
下

人
心
得
等
之
儀 

御
代
官
所
へ
御
沙
汰

相
成
候
事

文
化
四
丁
卯

七
月

右
之
通
り
公
儀
注
２

よ
り
御
内
輪
江
御
沙
汰

相
成
候
　
注
３

御
内
輪
御
手
當
左
之
通
り

御
内
輪
御
手
當
左
之
通
り

御
内
輪
御
手
當
左
之
通
り

御
内
輪
御
手
當
左
之
通
り

御
内
輪
御
手
當
左
之
通
り

＊１別ニ別ニ別ニ別ニ別ニ＝別而？
＊２公儀公儀公儀公儀公儀＝萩本藩。
＊３ □＝｢控｣の異体字。手偏に只と書かれている。｢様｣ではないかという異見もある。
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一
　
沖
相
小
筒
打
方

陳
羽
織
着
用

組
頭
壱
人

手
付
證
人

組
侍
壱
人

徒
者
壱
人

右
乗
船
漁
船
壱
艘

但
　
舸
子
四
人

外
ニ
通
ひ
船
・
漁
船
壱
艘

但
　
舸
子
弐
人

付
り
　
此
分
手
付
證
人
乗
組
せ 

鉄
炮

持
参 

其
外
組
頭
自
身
召
連
レ
候

家
人
を
も
見
計
を
以 

頭
船
・
通
ひ

船
等
乗
組
可
申
付
候
事
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打
方

組
侍拾

弐
人

右
乗
船
漁
船
四
艘

但
乗
組
壱
艘
三
人
宛

内
壱
人
小
頭
兼
帯
注

付
り
　
壱
艘
ニ
付
舸
子
四
人

外
　
通
ひ
船
漁
船
壱
艘

但
舸
子
弐
人

付
り
　
此
通
ひ
船
江
組
侍
壱
人

鉄
炮
持
参
ニ
而
乗
組
可
被

仰
付
事

文
化
四
丁
卯

七
月

右
御
内
輪
御
手
當
之
内
入
用
品
計
り

書
写
候
事

＊兼帯兼帯兼帯兼帯兼帯＝兼任。
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汰
書
）

汰
書
）

汰
書
）

汰
書
）

汰
書
）

　
増
野
家
文
書
　
整
理
番
号
　
六
袋
一
の
十
二

　
　
無
題

　
　
無
題

　
　
無
題

　
　
無
題

　
　
無
題
（
益
田
家
中
へ
の
沙
汰
書
）

（
益
田
家
中
へ
の
沙
汰
書
）

（
益
田
家
中
へ
の
沙
汰
書
）

（
益
田
家
中
へ
の
沙
汰
書
）

（
益
田
家
中
へ
の
沙
汰
書
）

  

此
節
蝦
夷
地
江
異
国
船
来
着

及
狼
藉
候
ニ
付
　
南
部
太
膳
大
夫
殿
注
１

・

佐
竹
右
京
大
夫
殿
注
２

よ
り
御
人
数
被
差
出

御
目
附
衆
・
御
使
番
衆
を
茂
被
差
越

且
南
部
殿
・
津
軽
越
中
守
殿
注
３

御
暇
被
下

御
歸
国
之
由 

只
今
ニ
而
者
　
奥
地
計
り

之
事
ニ
候
へ
共
　
右
異
国
船
一
・
二
艘

之
儀
ニ
而
も
無
之
趣
ニ
相
聞
候
　
若

浦
注々
４

御
手
當
之
御
沙
汰
可
有
之
哉
も
　
　

不
相
知
候
由 

旁
江
戸
よ
り
申
来
候
事

＊１ 南部大膳大夫南部大膳大夫南部大膳大夫南部大膳大夫南部大膳大夫＝陸奥盛岡藩第11代藩主、南部利用（としもち）文化4.12.19～文政4.08.21）。享年15才。２０
　　　　　　　　　　万石。
＊２ 佐竹右京大夫佐竹右京大夫佐竹右京大夫佐竹右京大夫佐竹右京大夫＝久保田藩（秋田藩）第7代藩主、佐竹義和（明和8～文化12）２０万石。
＊３ 津軽越中守津軽越中守津軽越中守津軽越中守津軽越中守＝弘前藩（津軽藩とも）第9代藩主、津軽寧親（宝暦11～天保4）。１０万石。
＊４ 浦々浦々浦々浦々浦々＝須佐の浦々
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右
之
通
御
当
職
所
江
呼
出
ニ
而
　
唐

船
方
よ
り
渡
方
相
成
　
尚
又
飯
田

孫
兵
衛
殿
内
々
被
申
趣
ハ
　
右
之
御
沙
汰
も

か
ね
て

可
有
之
　
兼
而
於
御
内
輪
も
御
手
當

し
か
る
と
き
は

被
仰
付
可
有
之
儀
と
存
候
　
然
時
者

尚
又
御
請
方
御
支
配
々
々
江
御
沙
汰

相
成
居 

可
然
存
候
通
被
申
候
事

前
書
之
趣
ニ
付
而
ハ
　
前
廉
御

人
数
御
手
當
も
被
仰
付
有
之
儀
ニ

候
得
共 

其
節
之
御
人
割
ニ
而
ハ 

相
違
も

ま
も
あ
い
か
ね

有
之 

當
時
急
場
之
御
間
も
相
兼
候
様

可
有
之 

只
今
出
張
等
被
仰
付
儀
ニ
而
ハ
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無
之
候
得
共 

若
危
急
之
期
ニ
至
候
而
ハ

ま
も
あ
い
も
う
す
ま
じ
く

御
間
も
相
申
間
敷 

早
速
人
割
等
相
改

組
頭
中
ハ
不
及
申 

支
配
々
々
末
々
ニ
至
迄

火
急
之
期
ニ
至
候
而
も 

不
及
御
沙
汰

何
時
茂
出
張
相
成
候
覚
悟
ニ
罷
居

候
様 

行
届
御
沙
汰
相
成
候
様 

従
萩

申
来
候
事

文
化
四
丁
卯

七
月
上
旬
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増
野
家
文
書
　
整
理
番
号
　
八
袋
二
十

増
野
家
文
書
　
整
理
番
号
　
八
袋
二
十

増
野
家
文
書
　
整
理
番
号
　
八
袋
二
十

増
野
家
文
書
　
整
理
番
号
　
八
袋
二
十

増
野
家
文
書
　
整
理
番
号
　
八
袋
二
十

　
　
栗
山
半
左
衛
門
宛

　
　
栗
山
半
左
衛
門
宛

　
　
栗
山
半
左
衛
門
宛

　
　
栗
山
半
左
衛
門
宛

　
　
栗
山
半
左
衛
門
宛

　
　
　
　
宅
野
太
郎
左
衛
門
書
状

　
　
　
　
宅
野
太
郎
左
衛
門
書
状

　
　
　
　
宅
野
太
郎
左
衛
門
書
状

　
　
　
　
宅
野
太
郎
左
衛
門
書
状

　
　
　
　
宅
野
太
郎
左
衛
門
書
状

  

飛
札
注

致
啓
達
候
　
昨
朝

来
須
左
（
佐
）
沖
江
唐
船

漂
流
被
相
見
候
　
阿
ち
ら

こ
ち
ら
と
致
候
様
相
聞
候

此
内
よ
り
下
之
關
邊
迄
も

通
り
候
様
被
相
聞
　
右
ニ
付

追
々
物
頭
衆
被
差
出

候
処
申
参
り
候
　
今
朝

之
後
者 

北
之
方
江

流
候
而
　
石
州
地
江
越
シ

候
様
相
聞
江
候
　
此
上

自
然
又
々
須
左
（
佐
）
沖

抔
江
参
り
　
須
左
（
佐
）
入
津

抔
仕
御
見
分
之
上

＊１飛札飛札飛札飛札飛札＝急ぎの手紙
＊２自然自然自然自然自然＝万が一。
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不
分
り
之
船
ニ
候
時
者

  

決
而
打
拂
被
仰
付
と
の

衍
字
か
？

御
事
ニ
御
座
を
　
御
座

候
時
ハ
　
暫
役
被
差
出

御
身
柄
帰
宿
可
被
仰
付

か
ね
て

候
間
　
兼
而
其
御
心
得

肝
要
之
儀
存
候
故たて
ま
つ
り

為
御
知
せ 

謹
言 

上 

候

恐
惶
謹
言宅

野
　
太
郎
左
衛
門

七
月
九
日

栗
山
　
半
左
衛
門
　
様


